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コロナが落ち着いて来たため

会報の発行を再開します

小

2

和泉市は平成27年にごみ減量を目指してごみ収集
の有料化が始まりました。ごみを出す時に専⽤の
ごみ袋を使⽤し、そのゴミ袋を有料にしたもので
す。その結果はどうでしょうか︖
●ごみ袋代
ごみ袋代は下表の通りですが、年間で約2.8億円と
なっており、市⺠⼀⼈当たり年間1.5千円となりま
す。結構な⾦額です。

●肝⼼のごみ減量効果は

●収支は
収支の実績は下表の通りですが、費⽤は年間約9千
万円強で収支は年間1.8億円の⿊字となり、財政健
全化に寄与しています。
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ごみの有料化の効果は？

ごみ収集の有料化は、財政⾯
では効果があったものの、
肝⼼のごみ減量には効果が少
なかったといえます。
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全国市町村「財政破綻度ランキング」（令和２年度決算から）

全国 1741 市町村の中での大阪府内自治体の財政破
綻度のレベルを⾒ると、破綻度上位に堺市以南の自
治体が多く含まれています。（破綻度 1位は北海道
夕張市。田尻町の財政は全国トップレベルです）
対前年度⽐較では破綻度ランキング上位の常連だっ
た泉佐野市、忠岡町が再び悪化しています。

ところで和泉市は大丈夫か
その１。大阪府内全体では

財政破綻度はあくまで相対的なレベルを表す物で、絶対的なレベルを⽰す物ではありません。府内の自治
体でかねてより財政が厳しいと⾔われている各市は軒並み破綻度Ranking で上位に⼊っています。破綻度
ランキング上位に堺以南の泉州の自治体が多数⼊っており、順位もほぼ固定化しています。北⾼南低の傾
向が⾒られます。
その２。和泉市はどうか

和泉市は破綻度のランキングで1077位と全国で平均より少し良いレベルです。個々に⾒ますと、財政⼒指
数が 375位、経常収⽀⽐率が1505 位、実質公債⽐率が 746位、将来負担⽐率が1位となっています。経
常収⽀⽐率が相対的に低位で、財政構造が硬直化している事を⽰します。
その３．今後の財政負担に耐えうるのか

新病院、庁舎建設は終わりましたが、今後も富秋中学校区のまちづくりや小中一貫校等の建設等の大規模
投資が控えています。⼈⼝減少や懸念されるコロナによる市税収⼊の低下など懸案事項が⼭積していま
す。公共施設の⾒直しに早期に着⼿し、財政規律の確保を優先に市政運営を図ることが必要です。
その４．前年度との比較

堺以南の自治体の破綻度ランキングの⽐較は上表の通りです。和泉市は破綻度が小さくなり若⼲改善し、堺
以南では良い⽅です。どの自治体も前年度と大きな変化はありません。再び悪化した泉佐野市,相変わらず
の忠岡町と最良の田尻町が堺以南に共存しています。

●「財政破綻度」ランキング指数
1741の全国市町村を⺟集団とした偏差値。総合的に⾒た財
政状況の悪さを⽰す。独自の指標でありあくまでも目安で
す。令和２年度決算(出所総務省)に基づく。
●財政⼒指数
財政⼒指数とは、地⽅公共団体の財政⼒を⽰す指数で、基準
財政収⼊額を基準財政需要額で除して得た数値の過去3年間
の平均値をいう。財政⼒指数が⾼いほど自主財源の割合が⾼
く、財政⼒が強い団体ということになり、1を超える団体
は、普通地⽅交付税の交付を受けない。
●経常収⽀⽐率(%)
財政運営の健全性を測る指標で、70〜80%が適正値と⾔わ
れています。100%を超えると危機的な状況で、この⽐率が
⾼いほど、財政のやり繰りが苦しく、新たな事業を⾏なう余
⼒がないことを⽰します。
●実質公債費⽐率
一般会計等が負担する元利償還⾦等の、標準財政規模に対す
る⽐率であり、この指標が18％を超えると起債の許可が必要
になり、25％を超えると一部の起債発⾏が制限されます。
●将来負担⽐率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債(地⽅債＋将来負担
－積⽴⾦)の標準財政規模に対する⽐率であり、これらの負債
が将来財政を圧迫する可能性が⾼いかどうかを⽰す指標です
（破綻度順位を除く財政⼒指数等のRank は良い⽅からの順
位です）

左表の説明

北海道夕張市が最悪の状態が続いています

堺以南の各市の破綻度ランキング推移
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大阪府内自治体43の内和泉市は感染者数で12位、人
口10万人当たりの感染者数で19位となっています。
最近感染順位が上がっていく増加の傾向にあります。

●人口密度と感染者の関係
デルタ株が主体であった第5波の時は、明らかに人口
密度が⾼い自治体ほど感染者が多い結果になってい
ました。（下図参照）

ところがオミクロン株が主体となった第６波では下図
のように関係は希薄となっています。オミクロン株
の感染⼒の⾼さが影響していると思います。

●コロナの各波の状況（第6波の脅威）

昌子の日記＆予定
3/1
3/2 本会議

第６波の感染はそれまでの感染に比べ、圧倒的に厳
しく、まん延防止等重点措置が解除されましたが、
減少の速度は緩慢で再拡大の危険性も含んでいます。

《事務所行事》いずれも小林昌子事務所で
連絡先 自宅 TEL 0725-54-2626

事務所 ＴＥＬ ０７２５－５３－４４５１
（事務所 緑ケ丘１－３－１５）

パソコン講座（コロナ収束迄休講中です）
・第2、第4週の火曜10時～12時、
同じく 木曜14時～16時

市政相談会（事前にご連絡下さい）
・第２、４水曜日 ２０：００～２１：３０

府内自治体の感染状況


